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研究成果の概要（和文）：　介護予防における「自助」と「互助」の相互作用を検証するため，介護予防リーダ
ーと，リーダーが運営する通いの場参加者の健康関連指標の変化を調査した。
　結果として，介護予防リーダーでは活動1年半後において脚力および柔軟性が有意に改善しており (p<0.01)，
リーダー運営の教室参加者においても柔軟性を除く全ての項目で有意な改善が認められた (p<0.01)。地域力を
表すソーシャルキャピタルはリーダー活動地域が対照地域に比較して高かった(p<0.01)。

研究成果の概要（英文）：In order to examine the interaction between “self-help” and “mutual 
help” in care prevention, we investigated changes in health related indicators of care prevention 
leaders and participants in care prevention classes managed by the leaders.As a result, in one and a
 half years of activity as a care prevention leader, leg strength and flexibility were significantly
 improved (p <0.01). In addition, in the classroom participants, all items except flexibility showed
 significant improvement (p <0.01). The social capital strength, which represents regional strength,
 was significantly higher in areas where care prevention leaders engaged in activities than  control
 areas (p <0.01).

研究分野：高齢者の健康増進・介護予防

キーワード： 介護予防　地域包括ケア　住民リーダー

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果により，介護予防の担い手となる住民リーダーの活動が地域高齢者の身体的健康状態を改善させる
だけでなく，リーダー自身の健康度にも良好な結果をもたらす事が明らかとなった（自助と互助の客観的効
果）。これらの結果はこれからの住民主体の介護予防を推進する上で，担い手の獲得と活動支援および地域力の
向上に有用なデータとなると考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 地域包括ケアシステムの中では新しい介護予防として，元気高齢者が虚弱高齢者を支える
仕組みづくり，高齢者の生きがい，出番づくり，集いの場の創生などの「自助」「互助」の
観点が最も重要視されてきている。 
 
(2) 総合事業に向けてのガイドラインでは介護予防におけるリハビリテーション専門職の役割
は従来からの運動指導者としてだけでなく，住民主体の介護予防の仕組みづくりや街づく
りへの関わりが求められている。 
 
２．研究の目的 
(1) 住民主体の介護予防による効果や担い手（介護予防リーダー）自身の健康度への影響を明
らかにし，「自助」と「互助」の客観的効果を検証すること。 
 
(2) 介護予防リーダーの活動が介入地域におけるソーシャルキャピタル強度(地域の信頼・互酬
性・社会活動)に及ぼす影響を調査すること。 
 
３．研究の方法 
(1) 住民主体の介護予防における「互助」の客観的効果検証として，大学との連携が可能であ
った 2自治体で養成された介護予防リーダーが運営する住民主体型の通いの場にて，参加
者の身体機能の変化，生活機能の変化を通いの場参加前後で比較した。また「自助」の客
観的効果の検証のために，介護予防リーダー自身の身体機能を活動開始時から経年的に評
価し，また活動に対する効力感や健康に関する考え方の変化などをアンケートにて調査し
た。 
 
(2) また介護予防リーダーが活動する通いの場の参加者に対して個人レベルのソーシャルキャ
ピタル強度(信頼，互酬性，社会活動)を調査し，介護予防リーダーが活動していない地域
における通いの場参加者との比較を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 「互助」の効果として、介護予防リ
ーダー運営の通いの場（週１回，60
分間を 2 ヶ月間）参加者(n=57，平
均年齢74.5±5.2歳)の 30秒間立ち
上がり回数および複合動作能力
（Timed Up and Go）は参加前に比
較して有意に改善した(各 p<0.01)
（図 1）。 
 
(2) 「自助」の効果として、介護予防リ
ーダー活動開始時と活動後1年半経
過時との比較では脚力（30秒立ち上
がり回数）および柔軟性（椅座位体
前屈距離）に有意な向上が認められ
た(p<0.01)(図 2)。骨格筋量(活動開
始時 SMI: 6.4，活動後 SMI: 6.5)，
体脂肪率(活動開始時 30.2%，活動後
29.4%)には有意な差は認められな
かった(n=62, 平均年齢 68.6±7.2
歳)。 

 
(3) 介護予防リーダー活動
に対するアンケート調
査(n=48)ではリーダー
としての活動が自身の
健康度の向上を自覚し
ている者が多く，また活
動や参加者の健康づく
りに役立っていると感
じる（「ややそう思う」
または「すごくそう思
う」）者の割合は増加し
ていた。（図 3）。 
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(4) 介護予防リーダーが活動する介入
地域の高齢者(n=20, 平均年齢 77.5
±5.9 歳)では非介入地域(n=40, 平
均年齢 72.9±7.1 歳)に比較して個
人レベルのソーシャルキャピタル
合計スコアが有意に高く(p<0.01)、
下位項目別には「社会的凝集性」「互
酬性」スコアに有意な差が認められ
た(p<0.01)。(図 4)  
 
(5) 介護予防リーダーと一般地域住民
との健康に対する考え方の違いを
評価するためにコントロール所在
を Health Locus of Control 尺度
(HLC 尺度)を用いて比較を行った結
果，介護予防リーダー(n=37)は一般
住民(n=52)に比較して，自身の健康
状態を自分でコントロールできる
と考える「内的コントロール所在」
を有する者の割合が有意に高かっ
た(p<0.05)。(図 5)  
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